
信教の自由を守ろう
信 仰 心 を 広 め よ う
宗教協力を進めよう
世界の平和に貢献しよう

新宗連スローガン

《今号の紙面から》

芸
　

術
　

の
　

力

第期第６回理事会
新　宗　連

令

和

６
年
度
　

事
業
計
画
・
予
算
を
承
認

終
戦
・
激
甚
災
害
な
ど
節
目
の
年
、祈
り
と
慰
霊
事
業
推
進
へ

能登半島地震　　被災者支援へ
現
地
調
査
で
支
援
計
画
を
探
る

２
団
体
に
支
援
金
を
拠
出
、勧
募
呼
び
か
け

新　宗　連

第
２
回
東
京
平
和
円
卓
会
議

平
和
へ
の
取
り
組
み
を
再
確
認


令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ


能
登
半
島
地
震
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
開
始

新宗連国際救援金

〈
現
地
調
査
報
告
〉

＜
２
面
＞
　
能
登
半
島
地
震
救
援
―
被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
恊
働
セ
ン
タ
ー
代
表
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
理
事
長
記
者
会
見
コ
メ
ン
ト
。

＜
４
面
＞
　
国
際
宗
教
研
究
所「
設
立

周
年
記
念
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」、

「
第
２
回
東
京
平
和
円
卓
会
議
」
詳
報
。

　
（
次
号
発
行
は
４
月
下
旬
の
予
定
で
す
）

　
「
芸
術
は
神
へ
の
捧
げ
も
の
」

　
キ
リ
ス
ト
教
と
音
楽
、
絵
画
、

彫
刻
、
と
り
わ
け
教
会
は
建
物
が

芸
術
作
品
。

　
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
、
内
装
、
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
、
キ
リ
ス
ト
教
は

芸
術
を
通
し
て
神
と
人
と
を
結
び

つ
け
、
人
々
の
信
仰
心
を
深
め
、

心
を
癒
や
し
て
い
る
。

　
イ
ス
ラ
ム
教
の
モ
ス
ク
、
日
本

の
神
社
、
お
寺
も
建
物
が
芸
術
品

と
い
え
る
。
宗
教
は
芸
術
の
力
を

最
大
限
活
か
し
て
き
た
。

　
災
害
被
災
地
に
お
け
る
コ
ン
サ

ー
ト
等
の
芸
術
活
動
は
、
傷
つ
い

た
人
々
の
心
を
癒
や
し
、
人
と
人

と
を
つ
な
い
で
き
た
。

　
医
療
の
分
野
で
は
、
音
楽
や
絵

画
を
活
用
し
た
芸
術
療
法
が
あ

る
。
「
人
は
美
し
い
も
の
な
し
に

は
生
き
ら
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
が
そ
う
思
う
。

　
大
自
然
の
美
し
さ
、
言
葉
の
美

し
さ
、
そ
し
て
人
の
営
み
の
美
し

さ
、「
美
意
識
は
暮
ら
し
の
基
本
」

だ
と
思
う
。

　
い
つ
ま
で
も
し
な
や
か
な
美
意

識
を
持
ち
続
け
た
い
。
そ
の
た
め

に
も
芸
術
に
触
れ
る
機
会
は
大
切

で
あ
る
。

　
こ
の
原
稿
は
、
執
筆
依
頼
を
い

た
だ
い
た
翌
日
（
２
月
４
日
）
の

朝
、
朝
食
を
取
り
な
が
ら
「
ど
の

よ
う
に
断
ろ
う
か
」
と
思
っ
て
い

た
時
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
弦
楽

四
重
奏
の
曲
を
聴
い
て
い
て
思
い

つ
き
、一
気
に
書
い
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
も
芸
術
の
力
か
な
。
　

　
そ
し
て
今
回
を
最
後
に
、
コ
ラ

ム
執
筆
を
若
い
人
と
交
代
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
合
掌

　
（
出
居
徳
久
・
修
養
団
捧
誠
会

総
裁
）

第１１４５号

２０２４年（令和６年）

３月６日

全議案を承認した理事会（大阪市内ホテル）

声明文を採択した閉会式（写真提供：WCRP/RfP）

　
戦
争
・
暴
力
下
に
あ
る
国
々

の
宗
教
指
導
者
が
一
堂
に
会

し
、
諸
問
題
の
解
決
に
向
け
た

具
体
的
な
道
筋
を
模
索
す
る

「
『
戦
争
を
超
え
、
和
解
へ
』

諸
宗
教
平
和
円
卓
会
議
」
の
第

２
回
東
京
平
和
円
卓
会
議
が
２

月

日
か
ら

日
ま
で
、
東
京

都
内
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。

　
世
界
宗
教
者
平
和

会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）

の
各
国
諸
宗
教
の
代

表
者
、
紛
争
地
域
の

宗
教
者
、
政
府
関
係

者
ら

カ
国
・
地
域

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
者
含
め
約
２
百
人

が
参
加
。
セ
ッ
シ
ョ

ン
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

が
行
わ
れ
、
閉
会
式

で
採
択
さ
れ
た
声
明

文
で
は
、
平
和
の
文

化
構
築
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
再
確
認
さ
れ
た
。

（
４
面
に
詳
報
）

　
令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
石
川
県

能
登
半
島
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
犠
牲

と
な
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を

捧
げ
ま
す
。
併
せ
て
被
災
者
の
皆
様
に
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
一
日
も
早
く
平
穏
な
日
々
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
、
被
災
地
域
の
復
興
を
祈
り

ま
す
。
ま
た
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
懸
命

に
努
力
さ
れ
て
い
る
各
種
の
支
援
活
動
の
善

進
を
祈
り
ま
す
。

　
余
震
や
寒
さ
が
続
く
厳
し
い
環
境
の
中
、

悲
し
み
や
苦
難
を
乗
り
越
え
、
懸
命
に
努
力

さ
れ
て
い
る
方
々
が
い
る
こ
と
を
、
私
た
ち

は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
日
々
祈
り
を

続
け
、
支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
６（
２
０
２
４
）年
１
月
５
日

新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
　

理
事
長
　
石
　

倉
　

寿
　

一
被災地ＮＧＯ恊働センターに
よる集会所での足湯ボランテ
ィア（能登島、２月６日）

地震により倒壊した家屋（七尾市能登島、２月６日）

　
５
日
の
石
倉
理
事
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
（
別
掲
）
に
続
き
、
９

日
に
は
新
宗
連
国
際
救
援
金

（
『
栞
』
参
照
）
か
ら
、
石
川

県
輪
島
市
で
診
療
・
医
療
活
動

を
開
始
し
た
特
定
非
営
利
活
動

法
人
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
、
佐

藤
拓
史
理
事
長
）
と
、
石
川
県

七
尾
市
を
拠
点
に
支
援
活
動
に

取
り
組
む
被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
恊
働

セ
ン
タ
ー
（
頼
政
良

太
代
表
）
に
対
し
、

第
１
次
支
援
と
し
て

各
１
０
０
万
円
を
拠

出
。
９
日
付
け
で
加

盟
教
団
に
向
け
、
被

災
者
救
援
の
た
め
勧
募
依
頼
書

を
発
送
し
た
。

　
国
際
救
援
金
の
第
２
次
支
援

や
新
宗
連
及
び
新
日
本
宗
教
青

年
会
連
盟
（
新
宗
連
青
年
会
、

宮
本
泰
克
委
員
長
）
と
し
て
、

今
後
の
支
援
活
動
の
可
能
性
を

模
索
す
る
た
め
、
２
月
５
日
か

ら
８
日
ま
で
新
宗
連
事
務
局
員

２
人
を
石
川
県
へ
派
遣
し
、
現

地
調
査
を
行
っ
た
。

　
５
日
に
現
地
入
り
し
、
翌
６

日
午
前
９
時
過
ぎ
、
七
尾
市
中

島
町
に
あ
る
被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
恊

働
セ
ン
タ
ー
の
活
動
拠
点
、
小

牧
集
会
所
を
訪
れ
た
。
同
代
表

の
頼
政
良
太
氏
か
ら
、
地
震
発

生
か
ら
の
被
害
状
況
の
振
り
返

り
と
、
被
災
者
の
状
況
を
把
握

し
迅
速
な
支
援
に
つ
な
げ
る
た

め
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

　
被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
恊
働
セ
ン
タ

ー
は
２
０
０
７
（
平
成

）
年

の
能
登
半
島
地
震
以
来
、
足
湯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
支
援
活

動
を
通
じ
て
、
能
登
の
人
々
と

交
流
が
生
ま
れ
た
。
地
震
発
災

当
日
か
ら
地
域
住
民
の
要
請
を

受
け
、
翌
日
に
は
先
遣
隊
を
派

遣
し
、
小
牧
集
会
所
を
活
動
拠

点
に
支
援
活
動
を
展
開
。
支
援

物
資
の
配
布
を
は
じ
め
、
避
難

所
で
の
足
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

被
災
住
宅
の
災
害
ご
み
の
片
付

け
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
頼
政
氏
か
ら
説
明
を
受
け
た

後
、
事
務
局
員
は
被
災
住
宅
を

訪
問
し
、
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
と
も
に
倒
壊
し
た
家
財

道
具
の
片
付
け
作
業
に
あ
た
っ

た
。
午
後
は
能
登
島
八
ケ
崎
集

会
所
へ
生
活
に
必
要
な
支
援
物

資
を
届
け
、
足
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
実
施
し
た
。

　
七
尾
市
の
一
部
で
は
断
水
が

続
い
て
お
り
、
被
災
者
か
ら

「
風
呂
に
入
り
た
い
」
「
洗
濯

を
し
た
い
」
と
い
っ
た
生
活
面

の
要
望
が
聞
か
れ
た
。

　
ま
た
、
被
災
地
で
は
避
難
所

で
の
掃
除
や
炊
き
出
し
な
ど
を

被
災
者
自
身
が
行
い
、
日
増
し

に
疲
労
の
色
が
濃
く
な
っ
て
い

る
。
主
に
女
性
が
炊
き
出
し
な

ど
を
行
っ
て
お
り
、
負
担
が
大

き
い
こ
と
も
判
明
し
た
。

　
周
辺
の
避
難
所
に
は
災
害
救

助
法
に
よ
る
弁
当
は
届
い
て
お

ら
ず
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
や
レ

ト
ル
ト
食
品
な
ど
で
食
事
を
す

ま
せ
る
被
災
者
も
少
な
く
な

い
。
「
今
回
の
災
害
で
は
緊
急

支
援
の
フ
ェ
ー
ズ
が
長
引
い
て

い
て
、
次
の
生
活
再
建
の
段
階

ま
で
な
か
な
か
手
が
回
っ
て
い

な
い
の
が
実
情
で
す
」
と
頼
政

氏
は
言
う
。

　
７
日
は
八
ケ
崎
集
会
所
で
支

援
物
資
の
仕
分
け
や
配
布
作

業
、
午
後
か
ら
は
近
隣
の
被
災

住
宅
の
片
付
け
作
業
な
ど
に
あ

た
っ
た
。
集
会
所
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
企
業
や
団
体
か
ら
の
支
援

物
資
が
届
け
ら
れ
、
陳
列
方
法

も
工
夫
さ
れ
、
食
料
品
か
ら
衣

料
品
、
洗
面
用
具
な
ど
の
日
用

品
、
大
人
用
の
お
む
つ
、
ペ
ッ

ト
用
品
な
ど
種
類
も
豊
富
だ
。

車
で
訪
れ
た
女
性
は
「
初
め
て

来
ま
し
た
。
支
援
物
資
の
種
類

が
豊
富
で
と
て
も
助
か
り
ま

す
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
市
内
の
各
避
難
所
に
は
、
行

政
か
ら
の
支
援
物
資
も
届
け
ら

れ
て
は
い
る
が
、
全
体
的
に
品

薄
状
態
が
続
い
て
い
る
。
そ
こ

で
、
被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
恊
働
セ
ン

タ
ー
で
は
市
内
の
避
難
所
や
被

災
住
宅
を
回
り
、
被
災
者
に
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
。
被
災

者
の
要
望
を
も
と
に
、
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
支
援
活
動
を
展

開
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
支
援
情
報
を
発

信
し
、
支
援
団
体
の
協
力
を
得

て
炊
き
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
被
災
地
で
は
被
災
者
同
士
が

力
を
合
わ
せ
、
助
け
合
う
生
活

が
続
い
て
い
る
。
災
害
後
に
は

不
要
不
急
の
移
動
自
粛
が
呼
び

か
け
ら
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
対
す
る
抑
制
論
も
広
ま
っ

た
。
し
か
し
、
プ
ロ
の
支
援
だ

け
で
は
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
を
満

た
す
こ
と
は
難
し
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
頼
政
氏
は
「
過
去
に
は
緊
急

の
状
況
が
収
束
す
る
と
、
支
援

が
急
速
に
後
退
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
し
た
。
今
一
度
、
被
災

者
を
支
え
る
と
い
う
原
点
に
立

ち
、
中
長
期
的
な
支
援
活
動
が

必
要
」
と
語
っ
た
。
（
２
面
に

被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
恊
働
セ
ン
タ
ー

代
表
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
理
事
長
の
記
者
会
見
コ
メ
ン

ト
）

　
新
宗
連
は
２
月

日
午
後
２

時
か
ら
、
大
阪
市
内
ホ
テ
ル
と

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
に
よ
る
「
第


期
第
６
回
理
事
会
」
を
開
催

し
た
。

　
理
事
会
の
冒
頭
、
「
祈
り
の

こ
と
ば
」
唱
和
と
黙
祷
で
は
先

達
へ
の
感
謝
と
世
界
平
和
に
加

え
、
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
犠
牲
者
の
御
霊
の

平
安
と
復
興
を
祈
念
し
黙
祷
。

併
せ
て
１
月

日
に
逝
去
さ
れ

た
、
新
宗
連
元
評
議
員
で
大
法

輪
台
意
光
妙
教
会
会
長
の
星
野

政
和
師
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

　
深
田
充
啓
名
誉
会
長
と
石
倉

寿
一
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
新
た
に
新
宗
連
の
理
事
に

就
任
し
た
熊
野
隆
規
・
立
正
佼

成
会
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
を
述

べ
、
審
議
事
項
に
入
っ
た
。

　
審
議
事
項
で
は
令
和
６
年
度

の
事
業
計
画
・
予
算
案
並
び
に

諸
規
程
、
資
産
運
用
規
程
の
改

定
案
な
ど
原
案
通
り
承
認
し

た
。
事
業
計
画
の
特
記
事
項
に

つ
い
て
は
田
澤
清
喜
企
画
委
員

長
が
、
令
和
６
～
７
年
度
の
２

年
間
で
推
進
す
る
「
す
べ
て
の

い
の
ち
を
尊
ぶ
世
界
実
現
の
た

め
」
の
祈
り
と
慰
霊
推
進
事
業

に
つ
い
て
説
明
。
今
年
、
「
戦

争
犠
牲
者
慰
霊
並
び
に
平
和
祈

願
式
典
（
８
・

式
典
）
」
の

祈
り
か
ら
発
展
し
た
「
ア
ジ
ア

青
年
平
和
使
節
団
」
派
遣
か
ら


周
年
、

月
に
は
新
潟
県
中

越
地
震
か
ら

年
、
来
年
１
月

に
は
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら


年
、
８
月
に
は
終
戦

年
の
節

目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
新
宗

連
結
成
以
来
継
続
し
て
き
た
平

和
へ
の
祈
り
と
物
故
者
の
追

悼
、
慰
霊
を
推
進
す
る
期
間
と

す
る
も
の
。
こ
の
期
間
中
に
国

内
外
の
戦
跡
、
自
然
災
害
被
災

地
等
の
参
拝
（
巡
礼
）
を
実
施

す
る
企
画
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
能
登
半
島
地
震
に
際

し
て
、
２
月
５
日
か
ら
８
日
ま

で
石
川
県
に
派
遣
し
た
事
務
局

員
の
現
地
報
告
の
後
、
新
宗
連

並
び
に
新
日
本
宗
教
青
年
会
連

盟
（
新
宗
連
青
年
会
、
宮
本
泰

克
委
員
長
）
が
新
宗
連
国
際
救

援
金
の
第
２
次
復
興
支
援
活
動

と
し
て
、
加
盟
教
団
に
復
興
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
協
力
を

求
め
て
い
く
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

　
こ
の
ほ
か
前
回
理
事
会
（
昨

年

月

日
）
以
降
の
新
宗
連

本
部
、
委
員
会
・
機
関
、
新
宗

連
青
年
会
の
活
動
状
況
や
今
後

の
予
定
、
宗
教
界
の
動
向
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。

　
理
事
会
終
了
後
に
催
さ
れ
た

懇
談
会
で
は
当
日
、
米
寿
の
誕

生
日
を
迎
え
た
深
田
名
誉
会
長

に
石
倉
理
事
長
と
宮
本
惠
司
常

務
理
事
か
ら
花
束
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
、
参
加
者
と
共
に
米
寿

を
祝
っ
た
。

　
１
月
１
日
午
後
４
時

分
に
発
生
し
た
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
で
、
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
奥
能
登
の
被
災
地
で
は
道
路
や
水
道
の
復
旧
作
業
が
続
き
、
住
民
の
避
難
も
長
期

化
し
て
い
る
。
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
（
新
宗
連
、
石
倉
寿
一
理
事
長
）
は
１
月
５
日
に

被
災
者
に
対
し
て
の
石
倉
寿
一
理
事
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
。
９
日
に
は
現
地
で
活
動
す

る
２
団
体
に
支
援
金
を
拠
出
し
、
加
盟
教
団
に
勧
募
を
呼
び
か
け
た
。
さ
ら
に
２
月
５
日
か

ら
８
日
ま
で
石
川
県
に
事
務
局
員
を
派
遣
し
、
状
況
把
握
と
今
後
の
支
援
計
画
を
探
っ
た
。

　新宗連が、国内外で発生する自然災害、
人為的災害等による被災者への救援活動

並びに人道的救援活動等を行うために設置しているもの。旧称は
国際救援基金で、（平成）年に改称。（平成２）年に
イラン大地震の被災者救援で日本赤十字社へ拠出したことから始
まり、湾岸戦争難民支援（年）、阪神淡路大震災（年）、

パレスチナ難民（年）などの被災者救援で拠出してきた。近
年では東日本大震災（年）、熊本地震（年）、新型コロ
ナウイルス感染症医療者支援（年）、トルコ地震（年）
に際し、緊急救援・復興支援に携わるＮＧＯや地元の社会福祉協
議会などに、加盟教団からの勧募も併せて拠出。新宗連のボラン
ティア活動費としても活用している。（１面）




